
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本共産党谷田部東支部は８月２９日、春に実施した共産党市民アンケート

に寄せられた、「みどりの南小学校の安全な通学路を」の声を受け止め、橋本

けい子市議とともに、みどりの南小学校を訪問し学校長と懇談。また直接現場

の状況も確認しました。早速、市の担当部局への改善策を求めました。 
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安全な通学路への改善を大至急！ 

 高速道路下のトンネル（谷和原３５）をくぐって、

みどりの南小学校へ通学する子どもたちにとって、

トンネルを抜けた後の学校側への側道の横断は、大

変危険なものです。 

学校長も毎朝、現場に立って安全確認をしながら

子どもたちの登校を見守っているとのお話でした。 

机向こう側右から橋本市議、谷田部東支

部員２名（8/２９みどりの南小） 

トンネルを抜けた交差点には、安全確保の横断歩道や信号（白線で明記）

など子どもたちの安全確保の対応が必要です。（写真左側・橋本市議） 

至急交通安全対策を 

 すでに６月に、市長も現場を確認しているとのこ

と。とりあえずの対策でなく、大至急、信号・横断

歩道・安全帯など可能な限りの対応が必要です。 

 早速、橋本市議は市の担当部局にその計画と対応

を求めました。 

「市議会議員の橋本けい

子です。地域のお困りご

となど何でもご相談くだ

さい。みなさんの声が私

の働くエネルギーです。」 


